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琵琶湖愛知川河口沖湖底表層堆積物中の珪藻遺骸群集の深度変化
Depth variation of diatom assemblages in surface sediments off estuary of Echi River ,
Lake Biwa
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琵琶湖愛知川河口沖において水深5～30mの湖底から水深5m毎に採取された表層試料について珪藻分析を行
い、その水深による珪藻殻数の変化と分類群の産出頻度の変化を求めた.その結果、湖底表層に堆積した珪藻遺
骸の殻数は水深が深くなるにつれて増加し、珪藻遺骸群集がその水深の変化に応じて特徴的な群集組成の変化
を示すことが明らかとなった.特に、水深20～25mの間での顕著な殻数の増加と、水深5～20mの間で底生・付着
性種の産出頻度の急激な低下が認められた.これらの変化は、浮遊性種の殻数の増加によるもので、特に水深
20～25mでの殻数の急増は、Aulacoseira属の急激な増加による.また、同様の試料を用いて行われた含砂率分析
のデータとの対比を行った結果、これらの水深による変化が水深の変化に伴う含砂率の変化とも関係している
ことが示唆された.今後、珪藻と水深との関係についてのより詳細な分析を進め、水深変化に伴う珪藻遺骸群集
の変化の特徴や要因が明らかにすることにより、琵琶湖をはじめとした淡水湖沼域の古水深等の古環境の復元
のための基礎資料となることが期待される.
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